


特別管理産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

（管理体制図）

特別管理産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

【前年度（　　　令和 5 年度）実績】

t t

（これまでに実施した取組）

【目標】

ｔ ｔ

（今後実施する予定の取組）

特別管理産業廃棄物の分別に関する事項

現状と同様

適切な分別を心掛け、非感染性廃棄物の混入を防止する。

①現状

（分別している特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

　鋭利物はプラスチック容器、固形物はダンボール容器に分別して集積
する。

②計画

（今後分別する予定の特別管理産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

 ②計画

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

排　　　出　　　量 100

（第２面）

薬局長、検査室長、看護部長、放射線科技師長等、各管理者により適正に処理

 ①現状

特別管理産業廃棄物の種類 感染性廃棄物

排　　　出　　　量 114.6594

適切な分別を心掛け、非感染性廃棄物の混入を防止する。










